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（1）　第 78 号 屋代高校同窓会報　「鳩」

創立100周年に向け事業案を承認
定期総会に代わり「オンライン対談」

The People of the Year　2022
「今年度活躍した人」賞に９氏と生徒等

芳　名
（敬称略） 卒業回期 現職等 備　　考

待井　亮造 高５回 88歳の水彩画家 88歳の今年、「待井亮造ふるさとの街並み展」を開催して好評を博す。これまでにも「待井亮
造・善光寺街道400年17宿歴史旅画集」、「小布施の街角風景・待井亮造水彩画展」などを開催。

神農　佳人 高28回 長野県農協中央会会長に就任 長野県農協中央会（組合員数32万人）の第９代会長に、グリーン長野農協組合長から就任し、
長野県農業の維持発展に向けた抱負を語る。

西澤　仁志 高33回 長野銀行頭取 みずほ銀行から長野銀行頭取に、そして令和４年９月八十二銀行との経営統合を発表（令和５年６月）。

青木　　厚 高40回 「あおき内科さいたま糖尿病クリ
ニック」院長、医博

『空腹こそ最強のクスリ』が40万部を突破、養老孟司氏との対談で「空腹のメカニズム」を語
る（『プレジデント４月号』）。

大石　宏晶 高53回 （株）東芝キヤリア 家電メーカーの（株）東芝において、米国の空調メーカーCarrier Globalと連携して、地球
温暖化・エネルギー問題に空調機器分野から挑戦する。

坂本龍太朗 高56回 ワルシャワ日本語学校・教頭 ポーランにおけるウクライナ難民支援への貢献により、第27回信毎選賞を受賞。プロ野球
DeNAの牧秀悟選手ら２名と共に。

中澤　　恵 高58回 トランペット奏者 スイス国立チューリッヒ大学大学院を最優秀で卒業、ベルリンコンツェルトハウス管弦楽団に
入団。現在フィンランド・ツルクフィルハーモニー管弦楽団・副首席のトランペット奏者。

王　　傲寒 高60回 島根大・助教 筑波大で数理物質分
野博士号（工学）、「茗渓賞」も受賞。

超分子ファイバーは１本のみを取り出すことが不可能であったが、この取り出しに世界で初め
て成功、形成メカニズムの解明等に飛躍的な貢献をする。

堀江　省吾 高67回 日本競輪選手会所属 信州大学自転車競技部主将を経て、プロ競輪選手に。一般社団法人・日本競輪選手会に所属して
活躍中。

屋
代
高
校
関
係

吹奏楽班員、池内宏明先生 第77回吹奏楽コンクールで、15年ぶりに県代表として東海大会に出場を果たし、金賞６校に次ぐ銀賞を獲得（県内２校）。３年生は入
学時からコロナ禍による制約の多い中で努力を結実させる。

英語班員、青木郁子先生 第17回「全国高校生デイべート大会」（後援・文科省）長野県大会で優勝し、県代表として去る12月の第８回PDA全国大会に出場。
３勝１敗の好成績を収める。続く世界交流大会では、コロンビアに勝利して１勝をあげた（３敗）。

理数科有志、福島哲夫先生 筆記＋実技の総合成績で競う県大会で優勝し、「科学の甲子園全国大会」に出場が決定（３月、つくば市、主催：科学技術振興機構）。

男・女ハンドボール班員、
若林久人先生 県高校総体ハンドボールで５年ぶりの男・女共に優勝を果たす。全国大会では、男子が15年ぶりに３回戦、ベスト16まで進出。

吉池心子（2-2））ら４名 屋代高校前駅に、千曲市の補助金10万円と樫山工業の電飾寄贈を受けて、イルミネーションを点灯させる（11月22日～12月末の間）。

宮沢沙耶乃（陸上班、2-5） 北信越新人陸上で3,000ｍ３位入賞（10分７秒07）、第71回県下縦断駅伝でも長野市代表として区間２位で走り長野市の優勝に貢献。

附属中・宮沢希成（2-B）ら４
名、青木義光先生

「第11回科学の甲子園ジュニア全国大会」（姫路市、主催：科学技術振興機構）に長野県代表として４名が他２中学２名と出場し、第３
位に入賞。

　

続
い
て「
夢
」を
テ
ー
マ
に「
こ
れ
ま
で

の
10
年
・
こ
れ
か
ら
の
10
年
」と
題
し
て

「
生
徒
大
討
論
会
」が
行
わ
れ
、生
徒
全
員

に
よ
る
記
念
合
唱「
僕
の
こ
と
」【
写
真
】

で
感
動
的
な
閉
会
と
な
っ
た
。
10
年
と

い
う
一
つ
の
区
切
り
を
越
え
て
、
益
々

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

１
０
０
周
年
記
念
　 

　
　
母
校
へ
の
寄
贈
備
品
決
定

　

ギ
タ
ー・
マ
ン
ド
リ
ン
班
楽
器
３
点
、天

体
望
遠
鏡
撮
影
機
器
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照

明
設
備
、大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
２
基
、特

別
教
室
冷
房
設
備
、
附
属
中
学
用
ウ
ッ
ド

テ
ー
ブ
ル【
写
真
】等
、
総
額
２
３
０
０
万

創立100周年を迎える
まず附属中開校10周年式典を挙行

　

令
和
５
年
が
明
け
、
母
校
が
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
年
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
皆
様
と
こ
の
時
を
共
有

で
き
ま
す
こ
と
を
光
栄
に
存
じ
ま
す

と
共
に
、「
コ
ロ
ナ
」
の
状
況
下
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
母
校
並
び
に
同
窓
会

の
た
め
に
格
別
な
ご
支
援
を
賜
り
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
の
創
立
１
０
０
周
年

行
事
と
併
せ
て
、理
数
科
設
置
30
周
年

と
附
属
中
開
校
10
周
年
行
事
に
つ
い

て
も
、こ
れ
を
周
年
行
事
に
加
え
て
実

施
し
た
い
旨
、お
願
い
を
し
て
参
り
ま

し
た
が
、こ
の
度
挙
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た（
第
１
面
、３
面
に
報
告
）。

理
数
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
承
知

の
と
お
り
、前
会
長
宮
﨑
和
順
先
生
が

県
教
育
長
時
代（
平
成
３
年
）、当
時
の

県
高
校
教
育
の
課
題
で
あ
っ
た「
特
色

あ
る
学
校
つ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、

第
21
代
戸
田
正
明
校
長
が
（
在
職
中

に
（
平
成
元
年
～
３
年
）
教
職
員
を

ま
と
め
て
、
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
附
属
中
は
、
平
成
９
年
の
中

教
審
答
申
を
受
け
て
、「
６
年
間
継
続

し
た
学
習
の
中
で
、
学
力
の
充
実

と
知
性
の
啓
発
、
情
操
豊
か
な
感

性
の
育
成
」
等
の
理
念
の
も
と
、

第
28
代
堀
金
達
郎
校
長
先
生
時
代

に
（
平
成
19
年
～
22
年
）
県
下
初

と
な
る
中
高
一
貫
教
育
と
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
以
来
、
県
と
学
校

関
係
者
の
格
別
な
ご
支
援
に
よ
り
、

共
に
発
展
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
こ

と
は
衆
目
の
一
致
し
た
評
価
と
存

じ
ま
す

◆

　

我
ら
高
14
回
～
高
19
回
生
世
代

の
共
通
の
恩
師
と
も
言
う
べ
き
、第

10
代
校
長
・
伊
沢
集
治
先
生（
註
１
）

に
つ
い
て
書
か
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、今
回
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
お

け
る「
生
徒
愛
」で
す
。伊
沢
校
長

は
、前
号
で
「
そ
の
演
説
は
、
音
吐

朗
々
と
し
、巨
腹
か
ら
出
る
声
は
、

マ
イ
ク
な
し
で
、講
堂
の
隅
々
ま
で

ビ
ン
ビ
ン
と
響
い
た
。」
と
書
き
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
昭
和
39

年
秋
の
柔
道
班
の
活
躍
を
讃
え
る

講
話
は
、
卒
業
生
の
記
憶
に
残
り

ま
す
。
当
時
の
２
年
生
柔
道
班
員

の
柳
澤
久
氏
（
註
２
）
の
懐
旧
談

で
す
…
…
「
県
高
校
新
人
柔
道
大

会
で
は
北
信
で
優
勝
し
、県
大
会
で

は
準
優
勝
を
果
た
し
た
が
、そ
の
県

大
会
に
伊
沢
集
治
校
長
先
生
が
穂

高
商
業
高
校
ま
で
応
援
に
来
ら
れ

た
の
で
す
。
準
優
勝
を
遂
げ
る
と
、

翌
月
曜
日
の
全
校
集
会
で
柔
道
班

の
活
躍
を
讃
え
ら
れ
た
。」こ
の
熱

情
的
な
講
話
は
60
年
前
の
こ
と
に

な
る
が
、自
分
に
も
鮮
烈
な
思
い
出

と
し
て
蘇
り
ま
す
―
「
本
当
に
良

く
や
っ
た
、本
当
に
嬉
し
か
っ
た
」

と
い
う
言
葉
は
、講
堂
の
窓
ガ
ラ
ス

に
ビ
ン
ビ
ン
響
き
ま
し
た
。そ
れ
に

し
て
も
、
単
身
赴
任
中
、
週
末
に

下
伊
那
の
ご
自
宅
に
帰
ら
ず
、
自

家
用
車
も
な
い
時
代
、
穂
高
商
業

高
校
ま
で
足
を
運
ば
れ
た
伊
沢
校

長
を
偲
ぶ
者
で
す
。◆

　

新
た
な
変
異
株
の
感
染
が
予
断

を
許
さ
な
い
中
、
会
員
皆
様
の
ご

健
勝
と
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

し
て
、
ま
た
今
後
と
も
母
校
へ
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
註�

１
）
伊
沢
集
治
校
長
（
下
伊
那

郡
鼎
町
出
身
、
旧
制
飯
田
中
学

第
27
回
、
東
京
文
理
大
〈
筑
波

大
学
の
前
身
〉
卒
、
昭
和
43
年

松
本
深
志
高
校
長
か
ら
第
５
代

長
野
県
教
育
長
に
就
任
、
同
47

年
退
任
。）

（
註�

２
）
柳
沢
久
氏（
高
18
回
）、
高

校
時
代
は
軽
量
級
で
県
優
勝
、

進
学
し
た
東
京
教
育
大
学
（
筑

波
大
学
の
前
身
）
体
育
学
部
で

は
４
年
次
に
主
将
と
し
て
、
70

キ
ロ
級
で
全
日
本
学
生
で
準
優

勝
。
そ
の
後
電
気
通
信
大
学
教

授
の
傍
ら
、
日
本
の
女
子
柔
道

界
に
道
を
切
り
開
い
た
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
著
名
。
ソ
ウ
ル
五

輪
（
１
９
８
８
年
）
等
で
は
監

督
を
務
め
た
。
現
在
、
電
気
通

信
大
学
名
誉
教
授
、
講
道
館
８

段
、
同
評
議
員
。

理
数
科
30
周
年
、
附
属
中
10
周
年
を
祝
う

「
ケ
ネ
デ
イ
校
長
」（
伊
沢
集
治
先
生
）
の
こ
と
（
そ
の
四
）

�

会　

長　

赤　

地　

憲　

一
（
高
17
回
）

290余名の受験生が学習
― 年末年始の鳩陵会館 ―

　昨年末から令和５年１月３日にかけての６日間、
学校や諸施設が閉館になることから、３年生に鳩陵
ホールを開放しました。例年以上に盛況で、延べ
291名の生徒が、朝8時半～午後5時まで真剣に励
みました。今年は校長先生、担任の先生からの「差
し入れ」が相次いたことも特徴です。「塾が開いて
いない時期、朝からこのような学習の場を提供いた
だき、気を緩めずに勉強することができました。
机、トイレ、エアコンの設備も最高でした。来年も
ぜひ受験生を支えて下さい。」（３年Tさん）などの
感想が寄せられた。

附
属
中
10
周
年
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る

　

令
和
４
年
11
月
５
日
（
土
）、
屋
代
高
附
属
中
学

校
は
創
設
10
周
年
を
迎
え
、
第
一
体
育
館
に
於
い

て
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。

　

午
前
９
時
30
分
に
開
式
、
同
窓
会
長
赤
地
憲
一

実
行
委
員
長
が
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
馬
場
正
一

学
校
長
の
挨
拶
、
長
野
県
教
育
委
員
会
か
ら
高
校

教
育
課
柳
沢
忠
男
氏
の

ご
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
、
附

属
中
１
期
生
青
木
祐
人

さ
ん
（
筑
波
大
学
生
命

環
境
学
群
４
年
）、３
期

生
谷
保
梓
樹
さ
ん
（
東

京
大
学
都
市
工
学
科
２

年
・
野
球
部
）
の
体
験

を
交
え
た
報
告
と
現
役

中
学
生
か
ら
の
質
疑
応

答
が
司
会
者
の
進
行
で

活
発
に
行
わ
れ
た
。

年度
令
和
５
年
１
月
現
在
の
予
定
１００

ベースボール

募金

４年度
＊�

附
属
中
創
立
10
周
年
記
念
式
典�

�

（
11
月
５
日
）

＊�

理
数
科
設
置
30
周
年
記
念
「
第

19
回
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
３
月

１
日『
生
徒
会
誌
』
誌
上
講
演
）

３月

５年度
＊
長
谷
川
五
作
セ
ミ
ナ
ー�

�

（
４
月
15
日
）

＊�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
草
川
信
」�
�

（
８
月
19
日
）

＊�

野
球
班
招
待
試
合
（
6
月
４
日
）�

vs
早
実

＊�

吹
奏
楽
班
定
期
演
奏
会�

�

（
協
賛
・
６
月
４
日
）

＊�

天
文
台
設
置
90
周
年
記
念
展
示�

�

（
鳩
祭
・
７
月
１
日
）

＊�

１
０
０
周
年
記
念
式
典�

�

（
10
月
28
日
）
８月　　　　　　　５月（註）

７月

（
註
）�

野
球
の
リ
ー
グ
戦
、
お
申
し
込
み
は
、
事

務
局
ま
で
。
締
切
は
３
月
15
日
。

『
百
年
史
』
ご
予
約
案
内
は
第
四
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。

ご
寄
付（
五
千
円
）は
七
月
末
ま
で
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

円
を
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
か

ら
母
校
に
贈
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
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ＳＳＨスーパーサイエンス校　主な研究実績
※この欄は、記事として掲載されているものは除きます。

発　表　部　門 受　賞　名　称・研　究　題　目　等 受　　　賞　　　者

日本地球惑星科学連合
（JpGU）2022

奨励賞　
　「長野気温予想　〜過去の経験に基づく予報〜　」 西澤和都

第70回長野県統計グラフコンクール
（全国大会へ出品）

【中学生の部】
　長野日報社賞　「苗字を選べる自由は必要？」 内山莉緒

【高校生の部】
　知事賞「おきろ！居眠り大調査」

牛越知里　相澤晴奈　石田千咲
小松咲樂　深井紗也花

【高校生の部】
　SBC賞「日本人なら米を食おう！」

土田柊　冨田陽仁　西村響　
竹内大輔

【パソコン統計グラフの部】
　信濃毎日新聞社賞

「物価高騰対策×安全保障≒SDGs⁉」
宮澤希成

長野県高等学校新人体育大会　県大会結果
競　　　技 県　大　会　成　績 上　位　大　会

柔 道 男子 男子60kg級髙池・73kg級黒岩出場

剣 道
男子 男子団体4位入賞　

個人島田、大和一回戦敗退
R5/1/8全国選抜予選出場
R5/2/4,5北信越新人高等学校剣道大会出場

女子 女子団体一回戦敗退

ハンドボール 男子 第4位 女子 準優勝 R5/2/3,4,5 全国選抜大会北信越予選大会出
場

卓 球
男子 学校対抗１回戦　シングルス　遠山雅己(2)　２回戦

女子 学校対抗１回戦

バレーボール 女子 1/14,15 県大会出場予定

テ ニ ス
男子

団体戦ベスト８
シングルス　小宮山博紀ベスト１６
ダブルス　割田朔矢・宮島祐希ベスト４

女子 団体戦２回戦

サ ッ カ ー 男子 ベスト16

空 手 道
男子

団体形４位、団体組手３位、
個人組手　木下瑞樹-68kg級１位、
河口知生+76kg級２位

北信越大会
（団体形、団体組手、個人組手-68kg級）

女子 団体形４位、団体組手準優勝、
個人組手　大日方璃虹-48kg級２位

北信越大会
（団体形、団体組手）

陸 上
男子 男子八種競技 7位

女子 女子1500m　5位
女子走高跳　8位・11位

北信越大会
（女子1500m、女子3000m）

水 泳
男子

  50m平泳ぎ　中村天音(2)　７位入賞
100m平泳ぎ　中村天音(2)　５位入賞
200m平泳ぎ　中村天音(2)　５位入賞

女子 100m背泳ぎ　鈴木理瑚(2)　４位入賞
200m背泳ぎ　鈴木理瑚(2)　７位入賞

ソフトテニス 女子 個人戦　田中・宮澤　１回戦

高校文化班の主な活動結果
合 唱 NHK合唱コンクール　奨励賞

ギター・マンドリン 令和４年度全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール　優秀賞、振興会特別賞受賞
第52回長野県高等学校ギター・マンドリンフェスティバル　優秀賞、2023年度全国コンクール出場権獲得

軽 音 楽 POWER LIVE　東北信大会　特別賞（ベスト８）バンド名：riu
POWER LIVE　県大会　審査員賞（ベスト16）バンド名：riu

文 学 第24回俳句甲子園（全国高等学校俳句選手権大会）全国大会出場32チームに選出　
個人の部　入選　村田いぶき

地 歴 善光寺御開帳歴史フィールドワーク　　　
学校資料アーカイブズ化・共同研究（高校校則の比較）・個人研究

英 語

第11回長野県レシテーションコンテスト参加　大谷美羽　中村美咲　準決勝進出
第７回長野県即興型英語ディベート交流会
◇経験者部門３位　青木麻耶　池田春樹　大谷美羽　中村美咲
◇初心者部門３位　濱田ちさと　渡邉悠希　川瀬正剛　 沓掛純伶
◇ベストディベーター賞  池田春樹　 吉澤奎吾　渡邉悠希

演 劇 第49回北信地区高校演劇合同発表会「南京の早春賦」銀賞、
演技賞　アデラ・フォースター役 ２年２組 荒井はる香

書 道
第75回長野県書道展覧会　「金賞」２年６組　新村紗矢　２年７組　栁澤亜采美

「銀賞」２年３組　村松芙美　２年７組　武井愛奈
「銅賞」２年４組　荻原彩矢　２年５組　北村すみれ
「入選」２年３組　澁谷美空　２年４組　祢津音羽　１年１組　和田葉由奈　

将 棋・ 囲 碁 県高校囲碁新人戦　男子個人戦Ａ　廣川晴弘　第３位・第45回和歌山総文祭出場権獲得

新 聞 第46回全国高校総合文化祭　新聞専門部

放 送 第69回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト長野県大会　
朗読部門　１年７組相澤　晴奈　努力賞　朗読部門　２年７組宮坂　莉央　優良賞

　

赤
地
憲
一
同
窓
会
長
様
を
は

じ
め
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
全
般

に
わ
た
り
格
別
な
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

中
国
・
武
漢
で
最
初
の
感
染

者
が
発
症
し
た
と
さ
れ
る
日
か

ら
既
に
３
年
が
経
ち
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
学
校
に
お
い
て
も
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
で
き
る
限

り
学
校
行
事
や
体
験
的
な
活
動

を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
、

“
や
れ
る
こ
と
は
や
る
”
方
針

で
教
職
員
・
生
徒
と
と
も
に
工

夫
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
お

り
ま
す
。

　

７
月
の
第
68
回
鳩
祭
は
、
３

年
ぶ
り
に
保
護
者
に
公
開
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
特
に
高
校
３

年
生
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
経

験
で
き
な
か
っ
た
鳩
祭
を
満
喫

す
べ
く
準
備
段
階
か
ら
主
体
的

に
活
動
し
て
く
れ
、
皆
の
笑
顔

が
溢
れ
る
、
よ
い
文
化
祭
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
修
学

旅
行
や
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
等
も
実

施
で
き
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
に
思
い
出
を
つ
く
っ
た
り
、

友
人
と
の
絆
を
深
め
た
り
す
る

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
、
附
属
中
学
校
創

立
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
出
席
で
き
な
い
ク

ラ
ス
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

生
徒
た
ち
に
よ
る
「
生
徒
会
大

討
論
会
」
や
記
念
合
唱
な
ど
充

実
し
た
内
容
の
式
典
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
式
典
及
び
記
念

事
業
は
、
令
和
５
年
度
に
実
施

す
る
高
校
創
立
１
０
０
周
年
記

念
事
業
と
合
わ
せ
、
同
窓
会
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
の
三
者
に
よ
る

実
行
委
員
会
に
よ
り
進
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
高
校

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、

記
念
式
典
や
校
内
環
境
整
備
な

ど
を
計
画
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
本

校
生
徒
の
活
躍
は
目
を
見
張
る

も
の
ば
か
り
で
す
。
今
年
度
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
男
女
Ｗ
出
場
し

た
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
は
、
令
和

10
年
度
長
野
県
開
催
の
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
、
県
よ
り

ジ
ュ
ニ
ア
強
化
拠
点
ク
ラ
ブ
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高

校
生
が
理
科
・
数
学
・
情
報
の

知
識
及
び
技
能
を
競
う
「
科
学

の
甲
子
園
・
長
野
県
予
選
」
に

お
い
て
本
校
が
総
合
優
勝
を
果

た
し
、
全
国
大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
（
８
年
ぶ
り
、
２
回

目
）。
文
部
科
学
省
指
定
の
ス
ー

パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
事
業
は
、

今
年
度
が
第
５
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
年
目
に
あ
た
り
、
内
容
の
更

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ご
紹
介
し
き
れ
な

い
も
の
も
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
、
学
校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
「
質
実
剛
健
」「
文
武
両
道
」

の
校
是
の
も
と
、
学
習
、
班
活
、

生
徒
会
等
、
い
ず
れ
の
活
動
に

も
精
一
杯
取
組
む
生
徒
た
ち
の

姿
は
、
見
て
い
て
清
々
し
さ
と

頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
し

て
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
そ

の
生
徒
た
ち
の
活
動
を
陰
に
陽

に
支
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
あ

り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
長
野
県
の
中
等

教
育
に
お
け
る
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
新
た
な
る
挑
戦
へ

の
気
概
を
忘
れ
ず
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご

厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

た
森
下
泰
聖
君
（
３
の
５
）

ら
の
Ａ
チ
ー
ム
は
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し

た
が
惜
し
く
も
１
回
戦
敗

退
し
、
全
国
ベ
ス
ト
12
に
。

▼�

10
月
の
新
人
将
棋
県
大
会

で
は
、酒
井
悠
安
君
（
１
の

１
）
が
個
人
Ａ
級
で
準
優

勝
、
２
月
の
全
国
大
会
へ
、

長
谷
川
歩
君
（
２
の
７
）

が
同
大
会
４
位
入
賞
。

◇�

英
語
班�

デ
ィ
ベ
ー
ト
全
国
大
会
へ

　

第
30
回
長
野
県
高
校
生
英
語

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
に
お
い
て
、
屋
代

Ａ
チ
ー
ム
・
岡
澤
悠
貴
君
（
２
の

５
）、大
谷
美
羽
さ
ん
（
２
の
３
）、

中
村
美
咲
さ
ん
（
２
の
４
）、
池

田
春
樹
君
（
２
の
１
）
が
優
勝

し
、
全
国
大
会
に
駒
を
進
め
た
。

県
大
会
に
お
い
て
は
、
池
田
春
樹

君
が
ベ
ス
ト
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
賞
２

位
、
堀
切
原
生
君
が
３
位
と
な
っ

た
。

　

続
く
第
17
回
全
国
大
会
は
12

月
17
・
18
日
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
日
本
政
府

は
、
定
年
制
を
廃
止
す
べ
き
で
あ

る
。
是
か
非
か
」。
結
果
は
三
勝

を
挙
げ
世
界
交
流
大
会
へ
の
出
場

権
を
得
た
。

◇�

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会

で
最
優
秀
賞

　

２
学
年
の
課
題
探
求
「
屋
代

高
校
前
駅
の
活
性
化
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョン
計
画
」
の
グ
ル
ー
プ
活

動
を
発
表
し
た
生
徒
を
代
表
し

て
、
吉
池
心
子
（
２
の
２
）
さ
ん

と
鈴
木
理
瑚
（
２
の
２
）
さ
ん
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

《
文
化
班
》

◇
「
科
学
の
甲
子
園
」�

�

総
合
優
勝　
全
国
大
会
へ

　

筆
記
と
実
技
競
技
が
行
わ
れ
、

筆
記
競
技
は
数
学
、理
科（
物・化・

生・
地
）・
情
報
に
関
す
る
問
題
を

１
２
０
分
で
解
答
し
、実
技
競
技

は
、課
題
を
制
限
時
間
内
に
行
う
。

　

本
校
か
ら
は
、２
年
生
２
チ
ー

ム
と
１
年
生
１
チ
ー
ム
の
計
３

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
が
、屋
代
Ａ

チ
ー
ム
が
総
合
優
勝
し
、３
月
つ

く
ば
市
で
の
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
た
。

総
合
優
勝

Ａ
チ
ー
ム（
２
年
７
組
）

三
輪
輝
人
・
小
林
篤
季
・
小

笠
原
楓
真
・
大
栗
颯
人
・
宮

内
嘉
大
・
並
木
優
弥

◇�

吹
奏
楽
班�

吹
奏
楽
東
海
大
会�

�

出
場
は
15
年
ぶ
り

　

８
月
に
行
わ
れ
た
県
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
（
３
位
）
を
獲

得
し
、
こ
の
結
果
、
東
海
大
会
へ

実
に
15
年
ぶ
り
の
出
場
。

　

浜
松
市
で
開
催
さ
れ
た
東
海
大

会
で
は
、
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

◇
囲
碁
将
棋
班

▼�

県
将
棋
県
選
手
権
で
優
勝

し
、
全
国
大
会
に
出
場
し

生
徒
の
活
躍

《
運
動
班
》

◇�

全
国
高
校
総
体

・
少
林
寺
拳
法�

�

北
沢
都
夢
君
（
９
位
）

・
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班�

�

３
回
戦
進
出
ベ
ス
ト
16

・
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班�

�

２
回
戦
進
出
ベ
ス
ト
32

◇�

北
信
越
大
会
（
陸
上
）�

宮
沢
沙
耶
乃
さ
ん�

�

（
２
年
５
組
）�

�

女
子
３
０
０
０ｍ
３
位
入
賞

　

北
信
越
高
等
学
校
新
人
陸
上

競
技
大
会
に
お
い
て
、
宮
沢
沙

耶
乃
さ
ん
は
10
分
07
秒
07
の
記

録
で
頭
書
の
成
績
を
修
め
た
。

ま
た
、
第
71
回
県
下
縦
断
駅
伝

で
も
長
野
市
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
、
区
間
２
位
の
好
走
で
長

野
市
の
優
勝
に
貢
献
し
た
。

◇
北
信
越
新
人
空
手
道�

　
木
下
瑞
樹
君　
第
３
位
入
賞

　

県
大
会
に
お
い
て
組
み
手

（
68
㎏
級
）
で
優
勝
し
た
木
下
君

は
、
第
３
位
に
入
賞
。

《
附
属
中
》

◇
女
子
テ
ニ
ス
班�

�

全
国
大
会
出
場

　

第
49
回
全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
で
テ
ニ
ス
班
が
女
子
団
体
戦

に
出
場
、
大
阪
第
１
シ
ー
ド
の
浪
速

中
学
校
と
初
戦
に
対
戦
。
全
力
を

尽
く
す
も
初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た

が
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
拍
手
が

送
ら
れ
た
。

◇�

令
和
４
年
度
科
学
の
甲
子
園

ジ
ュ
ニ
ア
全
国
大
会
第
３
位

２
年
Ｂ
組　

宮
澤
希
成
（
リ
ー

ダ
ー
）、
島
田
素
、
古
旗
采
和
、

２
年
Ａ
組　

森
栗
之
介

母
校
の
近
況
に
つ
い
て

校
長　

馬　

場　

正　

一
（
高
36
回
）
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【
講
演
要
旨
】

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
地

球
温
暖
化
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
逼

迫
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
つ
い

て
、
米
国
の
空
調
メ
ー
カ
ー
「
キ
ャ
リ

ア
・
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
連
携
し
て
開
発
し

て
い
る
が
、
空
調
機
器
に
つ
い
て
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
向
上
、
低
Ｇ
Ｗ
Ｐ

（
気
体
の
温
室
効
果
の
指
標
）
冷
媒
、

空
間
の
断
熱
性
の
向
上
の
３
点
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
。
空
調
に
よ
り
、
よ
り

少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
室
内
を
温

め
、
冷
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
機

器
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
指

標
と
し
て
は
、
暖
房
・
冷
房
能
力
（
空

調
機
器
に
何
kW
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い

る
）
と
、
使
用
す
る
電
力
の
比
で
表
さ

れ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
が
使

わ
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
向

上
す
る
に
は
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
性
能
の

地
球
温
暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題 

― 

空
調
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
挑
戦

東
芝
キ
ヤ
リ
ア
（
株
）　

大
石　

宏
晶　

氏

お
お
い
し 

ひ
ろ
あ
き
氏　
更
埴
西
中
出
、
理
数
科
第
７
期
生
（
高
53
回
）
で
、
東
京
大
学
工
学
部
か
ら
同
大

学
院
工
学
系
研
究
科
で
「
希
薄
分
散
電
荷
移
動
錯
体
分
子
対
に
よ
る
単一光
子
発
生
」
に
よ
り
修
士
学
位
。

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
よ
り
空
調
メ
ー
カ
ー
の
東
芝
キ
ヤ
リ
ア
（
株
）
で
商
品
開
発
や
事
業
企
画
に
携

わ
っ
て
い
る
。

理
数
科
設
置
30
周
年
記
念「
第
19
回
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
生
徒
会
誌
々
上
）

祝　　創立100周年
わが青春を語る　③

支
部
総
会

❖
埴
生
支
部

支
部
長
　
市
川
　
泉（
高
14
回
）

開
催
日
：
８
月
27
日
（
土
）

会
場
：
埴
生
公
民
館

参
加
者
：
９
名

創
立
百
周
年
事
業
の
成
功
を
！

　

８
月
27
日
土
曜
日
、
埴
生
公
民

館
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
で
休
会
し
て
い
た
総
会

を
、赤
地
会
長
の
ご
出
席
を
賜
り
、

３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

現
下
の
状
況
と
懇
親
会
の
取
り

や
め
で
、
出
席
者
は
支
部
役
員
だ

け
で
し
た
が
、
来
年
の
母
校
創
立

１
０
０
周
年
に
当
た
り
、
事
業
へ

の
協
力
・
支
援
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
１
０
０

周
年
事
業
に
支
部
と
し
て「
寄
付
」

す
る
こ
と
、
ま
た
我
が
支
部
に
お

い
て
来
年
の
総
会
に
合
わ
せ
「
創

立
１
０
０
周
年
祝
賀
会
」
を
開
く

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
魂
の
ふ
る
さ
と
屋
代
」の《
魂
》

に
思
い
を
巡
ら
し
、
母
校
の
更
な

る
発
展
と
同
窓
生
の
御
健
勝
、
御

活
躍
を
祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

❖
五
加
支
部

支
部
長
　
村
山
和
久（
高
17
回
）

開
催
日
：
10
月
23
日
（
日
）

会
場
：
上
徳
間
公
民
館

参
加
者
：
11
名

　

定
例
総
会
前
に
３
年
ぶ
り
の
マ
レッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。天

候
に
も
恵
ま
れ
、
母
校
の
話
を
し
な

が
ら
和
気
藹
々
の
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
。

　

終
了
後
赤
地
同
窓
会
長
を
お
招

き
し
て
総
会
を
開
催
。会
計
報
告
、

次
年
度
予
算
、役
員
改
選
、マ
レッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
反
省
、総
会
、懇
親
会
の
要

望
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、赤

地
会
長
よ
り
来
年
度
の
屋
代
高
校

１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

附
属
中
学
10
周

年
記
念
事
業
への

広
告
協
賛
御
礼

が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
懇
親
会
は

中
止
と
し
て
、

お
弁
当
を
お
持

ち
帰
り
い
た
だ

き
散
会
と
致
し

ま
し
た
。

　

創
立
１
０
０
周
年
に
あ
た
り
、「
記

念
讃
歌
」を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
諸
氏
か
ら
ご
応
募
賜
り
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。矢

羽
勝
幸
氏（
高
16
回
、二
松
学
舎
大
学

客
員
教
授
）を
委
員
長
に
選
考
い
た
だ

き
ま
す
が
、ま
ず
は
ご
披
露
申
し
上
げ

ま
す
。（
作
者
の
敬
称
略
）

◇
審
査
委
員
長�

�

高
16
回　

矢
羽
勝
幸

校
庭
の
古
桜
に
託
し
て

屋
代
高
等
学
校
百
周
年
を

�

祝
い
て
詠
め
る

も
も
と
せ
を
閲け
み

し
て
清
く
咲
く
桜

　

師
の
俤
ぞ
立
ち
の
ぼ
り
く
る

◇
恭
賀
屋
代
中
高
母
校
百
周
年�

　

旧
中
第
十
八
―
五
回
生�

�

　

南
澤
道
人
衲

鳩
鳳
学
窓
千
曲
辺　

緑
風
流
水
遠
山
連

碧
空
高
照
埴
科
里

蛍
雪
光
輝
壱
百
年

（
読
み
下
し
）

鳩き
ゅ
う

鳳ほ
う

の
学
窓
千
曲
の
辺
り

緑
風
流
水
遠
山
連
な
る

碧へ
き

空く
う

高
照
埴
科
の
里

蛍
雪
光
り
輝
く
壱
百
年　

母
校
創
立
１
０
０
周
年
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
中
15
回
生
は
、
埴
科
中
学
校
（
屋
代
中
学
校
）
創
立
の
翌
年
大
正
13
年
度

に
誕
生
し
ま
し
た
。
私
は
母
校
の
創
立
１
０
０
周
年
に
際
し
、
自
己
の
来
し
方
な
ど

に
照
ら
し
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
達
の
小
学
校
入
学
の
昭
和
６
年
に
、
満
州
事
変
、
中
学
校
入
学
の
昭
和
12
年
に

支
那
事
変
（
日
中
戦
争
）、
中
学
５
年
生
の
昭
和
16
年
に
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦

争
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
終
戦
の
約
３
年
半
前
、
昭
和
17
年
３
月
、
屋

代
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
争
の
拡
大
が
進
む
時
に
屋
代
中
学
生
で
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
間
の
重
大
事
と
し
て
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い
る
の
は
、「
軍
事
教
育
訓
練
を

受
け
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

教
練
と
い
う
科
目
で
、
配
属
将
校
と
呼
ば
れ
た
現
役
軍
人
を
教
師
に
、
授
業
は
他

科
目
と
同
様
、
毎
週
あ
り
ま
し
た
。
校
庭
を
仮
想
戦
場
と
し
て
の
訓
練
、
教
室
で
の

軍
人
必
携
小
冊
子（
軍
人
の
日
常
か
ら
戦
場
の
規
律
ま
で
）の
解
説
な
ど
が
進
み
ま
し

た
。
戦
争
の
最
中
で
青
少
年
は
救
国
心
身
高
揚
を
求
め
ら
れ
、
各
種
の
宣
伝
・
報
道

や
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
手
榴
弾
の
投
擲
距
離
を
含
む
各
種
の
力
量
を
調
べ
る
体
力

章
検
定
制
度
に
、練
習
か
ら
測
定
検
査
ま
で
教
練
の
授
業
時
間
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
環
境
に
あ
って
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
、
私
自
身
は
報
国
の
気
運
が
芽
生
え

た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
５
年
生
に
な
る
と
、
校
内
の
銃
器
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た

38
式
歩
兵
銃
を
携
え
て
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
銃
は
16
歳
の
私
達
に
、
大
き
く
、

重
く
、
身
体
に
馴
染
ま
ず
、
操
作
の
難
し
い
貴
重
物
で
し
た
。

　

訓
練
は
実
戦
的
と
な
り
、
配
属
将
校
を
隊
長
と
し
て
、
銃
を
担
って
、
盛
夏
の
流

汗
と
肩
の
痛
み
に
堪
え
な
が
ら
の
八
幡
神
社
参
拝
の
行
軍
、
時
雨
の
秋
に
近
隣
中
学

校
と
の
川
中
島
・
篠
ノ
井
地
区
に
お
け
る
夜
を
徹
し
て
の一泊
の
合
同
演
習
が
あ
り
、

最
後
に
中
尾
山
射
撃
場
に
お
け
る
実
弾
射
撃
ま
で
経
験
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
中
学
４
年
生
の
秋
、
弓
道
で
長
野
県
中
等
学
校
の
代
表
と
し
て
、
明
治
神

宮
国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
出
発
の
早
朝
、
屋
代
駅
に
集
合
し
て
、
応

援
下
さ
っ
た
当
時
の
在
校
生
の
皆
様
に
こ
こ
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
青
春
と
人
生
を
支
え
て
く
れ
た
競
技
歴
、
職
業
歴
に
つ

い
て
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
の
競
技
歴
は
、
陸
上
競
技
の
棒
高
跳
び
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
中
学
３
年
の
こ
と
、
担
任
の
先
生
が
棒
高
跳
び
の
選
手
で

あ
り
、そ
の
先
生
に
勧
め
ら
れ
て
始
め
た
の
で
す
。そ
の
頃
は
竹

で
し
た
が
、始
め
た
そ
の
年
の
県
中
学
放
送
陸
上
で
３ｍ
10
を
跳

び
優
勝
。
そ
れ
か
ら
病
み
つ
き
に
な
り
ま
し
た
。
屋
代
高
校
に

進
学
し
、
陸
上
部
顧
問
の
藤
本
勝
彦
先
生
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
個
人
優
勝
や
、
屋
代
高
校
初
の
陸
上

競
技
の
県
大
会
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。高
校
の
３
年
間
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
を
は
じ
め
、諸
大
会
に
出
場
し
、全
国
各

地
を
廻
る
な
ど
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
順
天
堂
大
学
に
進
学
し
、
引
き
続
き
棒
高

跳
び
に
専
念
し
ま
し
た
。
大
学
と
な
る
と
、
全
国
か
ら
高
校
時

代
に
活
躍
し
た
選
手
が
多
く
入
学
し
て
き
て
、
私
な
ど
は
記
録

的
に
も
低
レ
ベ
ル
な
存
在
で
し
た
。
練
習
も
、
高
い
レ
ベ
ル
の
選

手
の
補
助
に
回
る
毎
日
で
、
自
分
の
練
習
は一流
選
手
の
練
習
が

終
わ
っ
て
か
ら
で
し
た
。
記
録
も
思
う
よ
う
に
伸
び
ず
、
１・２

年
の
頃
は
心
身
の
疲
れ
で
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
進
級
す

る
に
つ
れ
て
精
神
的
に
も
安
定
し
て
記
録
も
伸
び
、
４
年
生
の

時
に
は
全
日
本
大
学
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
イ
ン
タ
ー
カ
レッ

ジ
）
に
出
場
し
、
初
め
て
の
出
場
で
５
位
に
入
賞
。
こ
れ
が
順

大
総
合
優
勝
の
魁
（
さ
き
が
け
）
と
な
る
得
点
で
し
た
。
入

学
以
来
初
め
て
監
督
か
ら
褒
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
今
で
も
忘

れ
ま
せ
ん
。「
地
道
に
努
力
す
れ
ば
い
つ
か
は
結
果
が
出
て
光
が

当
た
る
も
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
下
伊
那
郡
阿
南
町
の
阿
南
高
校
で
教
員
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
そ
の一年
目
に
幸
運
な
こ
と
に
沖
縄

復
帰
記
念
国
体
が
開
催
さ
れ
、
教
員
の
部
で
４ｍ
50
を
跳
び
優

勝
し
ま
し
た
。
そ
の
写
真
が
昭
和
48
年
５
月
６
日
の
朝
刊
に
掲

載
さ
れ
、
帰
郷
す
る
と
大
歓
迎
を
受
け
、
西
沢
権
一郎
県
知
事

を
訪
問
し
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
の
最

後
で
結
果
を
出
し
、
花
を
咲
か
す
こ
と
が
で
き
、
素
晴

ら
し
い
競
技
人
生
で
し
た
。

　

私
が
教
員
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
前
述

し
た
と
お
り
中
学
校
の
担
任
が
体
育
の
先
生
だ
っ
た
か
ら

で
す
。棒
高
跳
び
を
教
え
て
く
れ
た
そ
の
方
が
私
の
目
標

で
し
た
。初
任
校
の
阿
南
の
地
に
縁
が
あ
り
、そ
こ
に
生
涯

生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
気
候
温
暖
、
人
も

丸
く
、生
活
地
盤
と
し
て
は
最
高
の
地
と
思
って
い
ま
す
。

　
こ
の
阿
南
の
地
を
基
盤
と
し
て
２
校
を
経
験
し
、
幅
広

い
知
識
を
求
め
て
、
社
会
教
育
の
方
面
で
国
立
乗
鞍
青

年
の
家
、
阿
智
村
社
会
教
育
主
事
な
ど
違
っ
た
分
野
で

多
く
の
経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
経

験
を
も
と
に
、
教
頭
、
校
長
を
経
て
37
年
間
の
教
員
生

活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
は
阿
南
町
教

育
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
71
歳
ま
で
現
役
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一日
も
欠
勤
す
る
こ
と
な
く
、
50

年
を
全
う
で
き
た
こ
と
は
実
に
有
難
く
、
健
康
な
身
体

に
産
ん
で
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

向
上
や
、
イ
ン
バ
ー
タ
に
よ
る
制
御
な

ど
、
空
調
メ
ー
カ
ー
の
技
術
力
が
試
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
各
空
調
メ
ー
カ
ー
が

開
発
を
競
って
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
仮
想
発
電
所
と
の
連
携
と
いっ
た

新
た
な
ト
ピ
ッ
ク
も
視
野
に
入
れ
つつ
、

よ
り
よ
い
空
気
を
将
来
に
わ
た
って
提
供

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

屋 代 中 学 生 時 代 回 顧 市 川 　 誠（中15回・98歳）
（信州大学名誉教授・工学博士）

◇
創
立
１
０
０
周
年
讃
歌�

　
　
「
鳩
が
翔
ぶ
」�

�

高
２
回　

宮
沢　

肇

　

ま
ほ
ろ
ば
の

　

青
空
を
鳩
が
翔
ぶ

　

お
の
が
じ
し
胸
に
お
さ
め
た

　

た
ま
し
い
の
原
石

　

陽
の
ひ
か
り
と
か
が
や
い
て

　

い
ま
百
年
の
歩
み
を
印し

る

す

　

お
お　

燦
た
り　

礎
い
し
ず
えの
日

　

ま
ほ
ろ
ば
の

　

故ふ
る

郷さ
と

を
鳩
が
舞
う

　

あ
た
ら
し
い
時と

代き

を
ゆ
め
み
た

　

若
き
日
の
思
い
出

　

地
に
緑
と
萌
え
い
で
て

　

い
ま
百
年
の
歴
史
を
開ひ

ら

く

　

お
お　

凛
た
り　

蛍
雪
の
日

　

い
ざ　

ゆ
け
よ

　

こ
の
歓
び
と
誇
り
を
旅
立
ち
に

　

さ
ら
な
る
百
年
の

�

遠
い
地
平
め
ざ
し

　

こ
こ　

千
曲
の
地
か
ら

　

万ま
ん

の
鳩
と
な
っ
て

◇
創
立
１
０
０
周
年
讃
歌�

�

高
19
回　

徳
嵩
芳
夫

１　

思
ひ
出
は
湧
い
て
く
る
も
の

　
　

新
緑
の
き
ら
め
く
中
に

　
　

や
は
ら
か
く
育
ち
ゆ
く
雲

　
　

天
つ
ひ
か
り
よ
青
垣
よ

中学時代の宿題を還暦で提出 柳原　健（高14回）
（第27次南極観測隊随行）

　

南
極
観
測
は
私
の
中
学
生
の
時
に
始
ま
っ
た
。
理
科

の
青
木
元
雄
先
生
（
中
15
回
、
後
に
同
窓
会
本
部
の
事

務
局
長
も
務
め
た
）
は
、
授
業
中
ご
自
身
の
経
験
に
基

づ
い
た
話
を
沢
山
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
中
で
南
極
に
関

係
し
た
二
つ
の
話
を
記
憶
し
て
い
る
。「
僕
は
南
極
へ
行

か
な
く
て
も
オ
ー
ロ
ラ
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
」「
も
し

南
極
へ
行
け
た
ら
磁
石
が
立
つ
の
を
見
た
い
」

　

そ
れ
か
ら
25
年
、
私
は
南
極
行
き
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま

れ
た
。
当
時
私
は
運
輸
省
の
船
舶
技
術
研
究
所
に
勤
め

て
い
た
。
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の
変
化

で
、
ア
ラ
ス
カ
か
ら
石
油
を
運
搬
す
る
よ
う
に
な
っ
た

時
、
砕
氷
商
船
が
必
要
に
な
る
。
研
究
所
で
は
南
極
観

測
船
「
し
ら
せ
」
の
氷
海
航
行
性
能
計
測
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
、
第
27
次
観
測
隊
に
同
行
す
る
よ
う
に

話
が
あ
っ
た

　

咄
嗟
に
中
学
時
代
に
聞
い
た
「
磁
石
の
話
」
を
思
い

出
し
て
引
き
受
け
た
。
そ
し
て
こ
の
年
南
半
球
に
行
け

ば
、
ハレ
ー
彗
星
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
こ
の
話
を
受
諾
す

る
後
押
し
と
な
っ
た
。

　
ハ
レ
ー
彗
星
は
復
路
の
イ
ン
ド
洋
上
で
観
測
で
き
た

が
、
残
念
な
が
ら
磁
石
の
立
つ
の
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

南
磁
極
は
昭
和
基
地
か
ら
遠
く
離
れ
て
お
り
、
航
路
か

ら
も
外
れ
て
い
か
ら
だ
。

　

期
待
さ
れ
た
結
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

先
生
へ
の
報
告
は
20
年
後
、
定
年
退
職
し
実
家
に
帰
っ

て
か
ら
に
な
っ
た
。
宿
題
の
つ
も
り
で
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
、
岩
野
の
ご
自
宅
に
届
け
る
と
喜
ん
で
下
さ
っ
た
。
先

生
が
お
元
気
な
う
ち
に
報
告
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
って

い
る
。

我が青春と人生の道
みち

程
のり 南嶋俊三（旧姓飯島）（高21回）

（元阿南高校長、前阿南町教育長）

　
　

あ
あ
百
年
の
歴
史
な
ほ

２　

魂
は
繋
ぎ
ゆ
く
も
の

　
　

藍
ふ
か
き
静し

じ
ま寂
の
中
を

　
　

と
ぎ
れ
な
く
流
れ
ゆ
く
水

　
　

千
曲
の
河
よ
故ふ

る

郷さ
と

よ

　
　

あ
あ
百
年
の
誇
り
な
ほ

３　

未
来
と
は
創
り
ゆ
く
も
の

　
　

大
い
な
る
理
想
め
ざ
し
て

　
　

逞
し
く
積
み
上
げ
る
夢

　
　

月
桂
冠
よ
歌
声
よ

　
　

あ
あ
百
年
の
明あ

し
た日
な
ほ

◇
「
こ
れ
ま
で
の
百
年
も�

�

こ
れ
か
ら
の
百
年
も
」�

�

高
26
回　

本
多
恵
美
子

１　

大
正
創
立
埴
科
中
学

　
　

千
曲
川
東
部
我
ら
の
母
校

　
　

理
想
に
燃
え
て
若
人
集
い

　
　

使
命
果
た
さ
ん
日
々
励
む

　
　

強
い
身か

ら
だ体
と
意
志
を
持
ち

　
　

屋
高
健
児
よ　

夢
を
掲
げ
ん

２　

昭
和
に
新
制
県
立
高
校

　
　

戦い
く
さ

の
時
代
経へ

平
和
へ
と

　
　

創
造
力
と
高
き
誉
は

　
　

鑑か
が
み

の
よ
う
に
煌
め
い
て

　
　

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

　
　

屋
高
健
児
よ
生
き
抜
こ
う

３　

平
成
令
和
と
時
代
は
続
き

　
　

歩
み
は
続
く
我
ら
の
母
校

　
　

中
高
一
貫
Ｓ
Ｓ
Ｈ

　
　

教
養
深
め
理
想
も
高
く

　
　

自
主
独
立
の
気
風
養
い

　
　

未
来
へ
つ
な
げ

�

立
ち
止
ま
ら
ず
に

◇
賛
歌�

高
71
回　

堀
内
早
紀

一
雪
解
け
て
ゐ
る　

千
曲
川

　

歴
史
織
り
な
し　

流
れ
ゆ
く

　

あ
ら
た
ま
の　
　

百
年
経
れ
ど

　

魂
の
ふ
る
さ
と
屋
代

　

此
処
に
在
り

二
あ
ん
ず
の
花
の　

降
る
ご
と
く

　

常
し
え
の
幸　
　

言
祝
げ
り

　

あ
ま
く
も
の　
　

別
れ
し
鳩
も

　

魂
の
ふ
る
さ
と
屋
代

　

偲
び
た
り

【
講
演
要
旨
】

　

高
分
子
は
分
子
同
士
が
強
い
共
有
結

合
を
通
し
て
「
つ
な
が
る
」、
一
方
で
、

超
分
子
は
分
子
同
士
が
弱
い
非
共
有
結

合
を
通
し
て
「
集
ま
る
」。
実
は
高
分

子
や
超
分
子
は
我
々
の
生
活
と
非
常
に

関
わ
り
が
深
い
だ
け
で
は
な
く
、
最
先

端
の
科
学
技
術
で
も
常
に
注
目
さ
れ
て

い
る
物
質
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
合

体
は
機
能
性
高
分
子
（
ま
た
は
超
分

子
）
と
い
う
。

　

大
学
の
研
究
室
で
は
こ
の
集
合
体
を

光
ら
せ
た
り
、
電
気
を
通
し
た
り
し

て
、
分
子
本
来
の
性
質
を
最
大
限
に
生

か
し
て
新
し
い
機
能
の
開
拓
に
挑
ん
で
い

る
。
最
近
我
々
の
研
究
室
は
、
ク
マ
リ
ン

と
い
う
分
子
に
着
目
し
て
、
ク
マ
リ
ン
分

子
を
つ
な
げ
る
方
法
を
新
た
に
開
発
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
、
生
体
細

胞
内
の
pH
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
検
出
す
る

応
用
が
考
え
ら
れ
る
。
が
ん
細
胞
に
お

い
て
は
pH
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
将
来
は
バ

イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
へ
の
応
用
も
期
待
で

高
分
子
と
超
分
子
―
分
子
の
可
能
性
を
無
限
に
広
げ
る
魅
力
的
な
材
料
―

島
根
大
学
学
術
研
究
院
・
環
境
シ
ス
テ
ム
科
学
系
助
教　

王　
　

傲　

寒　

氏

お
う 

お
は
ん
氏　
坂
城
中
出
、
理
数
科
第
14
期
生
（
高
60
回
）。
筑
波
大
学
理
工
学
群
応
用
理
工
学
類
か

ら
、
同
大
学
院
数
理
物
質
科
学
研
究
科
・
物
性
分
子
工
学
専
攻
に
進
学
し
、
そ
の
修
士
論
文
「
液
晶
性
ロ
ー

バ
ン
ド
ギ
ャッ
プ
ポ
リ
マ
ー
の
合
成
と
性
質
な
ら
び
に
磁
場
配
向
を
用
い
た
機
能
性
高
分
子
フ
ィ
ル
ム
の
評
価
」

等
に
よ
り
「
茗
渓
賞
」
受
賞
。
博
士
（
工
学
）。

き
る
。
ま
た
、
ク
マ
リ
ン
分
子
を
含
む

超
分
子
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
を
形
成

す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
超
分
子
フ
ァ

イ
バ
ー
は
、
こ
れ
を
一
本
の
み
取
り
出
す

こ
と
が
技
術
的
に
困
難
で
あ
っ
た
が
、

我
々
の
研
究
で
は一本
の
み
取
り
出
す
こ

と
に
成
功
し
、
超
分
子
フ
ァ
イ
バ
ー
の
形

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
、従
来
難
し
か
っ

た
超
分
子
フ
ァ
イ
バ
ー
の
物
性
評
価
が
可

能
に
な
って
い
る
。
可
能
性
が
無
限
に
あ

る
こ
と
が
、
高
分
子
超
分
子
分
野
の一番

の
魅
力
で
あ
る
。

「
百
周
年
讃
歌
」�

�

ご
応
募
に
御
礼
申
上
げ
ま
す



令和５年（2023年）３月１日

住
所
変
更
な
ど
の
お
願
い

転
居
や
結
婚
な
ど
で
住
所
変
更
や
改
姓
さ
れ
た
方
、
ご
逝
去
さ
れ
た

会
員
の
ご
遺
族
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
同
窓
会
事
務

局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
平
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら

５
時
30
分
の
間
在
局
し
て
い
ま
す
。
な
お
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
問
合
せ
・
変
更
」
か
ら
も
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

屋
代
高
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
へ
の
ご
讃
助
の
お
願
い

　

令
和
４
年
３
月
よ
り
募
金
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
母

校
に
贈
呈
す
る
設
備
備
品
は
１
千
万
円
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

学
校
か
ら
特
別
教
室
に
未
設
置
で
あ
る
エ
ア
コ
ン
（
１
千
６
百
万
円
相

当
）
を
こ
の
機
会
に
是
非
と
も
設
置
し
て
欲
し
い
と
い
う
強
い
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
設
備
備
品
と
合
わ
せ
て
同
窓
会

で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
学
校
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
現

状
で
は
約
２
百
万
円
程
度
不
足
し
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
か
ら
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
寄
付
が
お
済
み
で
な
い
方

は
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
再
度
の
お
願
い
で
す
。

　

送
金
方
法
は
昨
年
３
月
に
配
布
し
ま
し
た
振
込
用
紙
を
ご
利
用
い
た

く
か
、
右
の
口
座
に
送
金
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
「
０
０
５
７
０
―
０
―
４
４
０
２
０
」

加
入
者
名　
「
鳩
の
会
」

第 78 号　（4）屋代高校同窓会報　「鳩」

ブラボー!!　千曲鳩会
　今年も９回のゴルフコンペを開催しました。参加者は延べ298人で、毎回30人以上
の参加と盛況でした。参加者は４回卒から23回卒と幅広い年齢の集まりですが、先
輩後輩の垣根は一切ありません。ゴルフを楽しみながら親睦を深めています。母校
同窓会に協力することも会の大きな目的としていますので「賞品多数」とはいきま
せん。毎回スタート前の全員そろってのストレッチは千曲高原カントリーの風物詩
になっているとか。会員の高齢化が少しずつ進んでいる昨今、一人でも多くの参加
が望まれます。ゴルフ愛好の皆さん、心よりお待ちしています。
� 千曲鳩会会長　矢澤　修（高13回）

回 開催日 優勝 卒業 準優勝 卒業 ３位 卒業
161 ４月28日 和田　国光 11 加藤　芳孝 16 清水　佑一 ４
162 ５月18日 永田　千秋 21 青木　正和 11 金井　啓二 ９
163 ６月28日 塚本　勝司 15 塚田　　猛 ７ 久保田俊彦 18
164 ７月28日 久保　嘉男 13 久保田俊彦 18 武田　　稔 11
165 ８月18日 加藤　高志 11 北島　武重 ９ 塩野入辰夫 11
166 ９月８日 小河　道雄 11 竹下　公丈 11 竹内　　保 11
167 ９月28日 村松　正彦 ９ 宮下　忠之 13 山﨑　好文 16
168 10月28日 中村　　博 ９ 長坂　善光 ９ 柳澤　一郎 10
169 11月14日 寺沢　欣哉 16 小林　　武 16 塚本　勝司 15

　

夏
目
漱
石
の「
夢
十
夜
」第
六
話
は
、

鎌
倉
時
代
の
仏
師
運
慶
が
護
国
寺
の
前

で
仁
王
を
彫
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
そ
れ

を
見
物
す
る
話
だ
▼
そ
の
鑿（
の
み
）捌

き
に
感
心
し
て
い
た
ら
、一
人
の
若
者
が

「
あ
れ
は
眉
や
鼻
を
鑿
で
作
る
ん
じ
ゃ
な

い
。あ
の
と
お
り
の
眉
や
鼻
が
木
の
中
に

埋
ま
っ
て
い
る
の
を
、鑿
と
槌
の
力
で
掘

り
出
す
ま
で
だ
。ま
る
で
土
の
中
か
ら
石

を
掘
り
出
す
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
決
し

て
間
違
う
は
ず
は
な
い
」と
言
う
。作
者

は
家
に
帰
る
と
す
ぐ
に
木
を
彫
って
み
た

が
、
ど
こ
に
も
仏
像
は
埋
ま
って
い
な
か
っ

た
▼「
才
能
」の「
才
」は「
ざ
え
」と
読

み
、本
来
は
物
自
体（
素
材
）に
備
わ
っ
て

い
る
も
の
を
指
し
、そ
れ
を
引
き
出
す
力

が「
能
」で
あ
る
。木
の
中
に
埋
ま
って
い
る

「
才
」を
引
き
出
す
運
慶
の
眼
力
こ
そ
芸

術
的
異
能
で
あ
り
、明
治
の
世
ま
で
運

慶
が
天
才
と
し
て
存
在
し
続
け
る
所
以

も
そ
こ
に
在
る（
裏
返
せ
ば
、運
慶
以
後

明
治
の
世
ま
で
そ
の
よ
う
な
才
能
の
持

ち
主
は
現
れ
て
は
い
な
い
）、
と
い
う
の
が

こ
の
小
説
の
肝
で
あ
る
▼
附
属
中
学
開

校
10
周
年
を
経
、
い
よ
い
よ
母
校
創
立

１
０
０
周
年
の
年
と
な
っ
た
。
こ
の
学
校

に
、
人
生
の
夢
と
未
来
を
託
し
た
生
徒

達
の
「
才
」
を
ど
う
見
出
す
か
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
引
き
出
す
「
能
」
が
教
師

や
学
校
だ
け
で
な
く
、
今
の
日
本
の
大

人
、
社
会
に
あ
る
か
。
責
任
は
重
い
。

編
集
委
員

�

徳
嵩　

芳
夫
（
高
19
回
）

�

吉
川　

正
徳
（
高
22
回
）

�

宮
原　

一
治
（
高
25
回
）

�

前
山
ま
ど
か
（
高
50
回
）

◇
鳩
の
目
◇

会
員
訃
報
（
敬
称
略
）　
　
令
和
５
年
２
月
１
日
現
在

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

塚
本　
　

修（
中
18
）�

令
和
４
年
７
月
30
日

山
嵜　

仁
吉（
中
18
）�

令
和
４
年
８
月
１
日

西
沢　

勅
夫（
中
18
－
４
）�

平
成
22
年　
　
　
　

宮
入　

次
雄（
中
18
－
５
）�

令
和
４
年
11
月
５
日

久
保
田
啓
一（
中
21
）�

令
和
４
年
１
月
12
日

北
野　
　

進（
中
21
）�

令
和
４
年
７
月
13
日

中
島　

永
邦（
中
22
）�

令
和
３
年
11
月
６
日

近
藤　

昭
徳（
高
２
）�

令
和
４
年
７
月
19
日

嶋
田　
　

司（
高
２
）�

令
和
３
年
１
月
19
日

竹
内　

史
人（
高
２
）�

令
和
４
年
４
月
１
日

小
幡　

英
一（
高
２
）�

令
和
４
年
11
月
９
日

和
田　
　

實（
高
２
）�

令
和
５
年
１
月
８
日

藤
村　
　

寛（
高
２
）�

令
和
４
年
10
月
８
日

吉
田　

忠
治（
高
２
）�

令
和
５
年
１
月
24
日

近
藤　

文
治（
高
３
）�

令
和
３
年
９
月
28
日

草
川　

晴
雄（
高
３
）�

平
成
25
年
12
月
30
日

宮
﨑　

忠
蔵（
高
３
）�

令
和
５
年
１
月
20
日

依
田　

武
夫（
高
４
）�

令
和
３
年
10
月
28
日

伊
勢
山
芳
郎（
高
４
）�

令
和
４
年
７
月
10
日

中
村　

邦
光（
高
４
）�

令
和
４
年
12
月
19
日

山
崎　

松
二（
高
５
）�

令
和
４
年
５
月
21
日

栗
田　

正
夫（
高
５
）�

令
和
４
年
３
月
31
日

相
沢　

良
平（
高
５
）�

令
和
４
年
12
月
４
日

池
上　

武
子（
高
５
）�

令
和
５
年
１
月
10
日

浦
野　

岩
男（
高
６
）�

令
和
３
年
12
月
７
日

西
澤　

正
人（
高
６
）�

令
和
４
年
９
月
12
日

越　
　

廉
子（
高
７
）�

令
和
４
年
６
月
13
日

土
屋　
　

登（
高
８
）�

令
和
４
年
５
月
19
日

若
林　

好
文（
高
８
）�

令
和
３
年
12
月
１
日

飯
島　

昭
見（
高
８
）�

平
成
30
年
12
月
26
日

町
田　

秀
吉（
高
８
）�

令
和
４
年　
　
　
　

青
木　

玄
雄（
高
８
）�

令
和
４
年
11
月
25
日

蟻
川　

幸
久（
高
９
）�

令
和
４
年
６
月
16
日

藤
本　

豊
彦（
高
９
）�

令
和
３
年
４
月
１
日

久
保　

克
彦（
高
９
）�

令
和
４
年
８
月
２
日

中
澤　

憲
一（
高
９
）�

令
和
５
年
２
月
１
日

伊
藤　

健
雄（
高
10
）�

令
和
４
年
１
月
13
日

山
崎　

尚
武（
高
10
）�

令
和
４
年
11
月
20
日

鴇
沢　

悦
也（
高
11
）�

令
和
４
年
12
月
18
日

中
澤　

正
夫（
高
12
）�

令
和
４
年
12
月
７
日

石
坂
袈
裟
好（
高
12
）�

令
和
４
年
11
月
13
日

宮
沢　

忠
道（
高
14
）�

令
和
４
年
６
月
18
日

宮
川　

徹
夫（
高
14
）�

令
和
３
年
10
月
24
日

前
田　

啓
行（
高
15
）�

令
和
４
年　
　
　
　

前
田　
　

章（
高
16
）�

令
和
４
年
７
月
17
日

西
沢　

忠
三（
高
17
）�

令
和
４
年
９
月
21
日

寺
尾　

隆
昭（
高
17
）�

令
和
４
年
11
月
16
日

松
橋　

達
夫（
高
18
）�

令
和
３
年
９
月
11
日

関
川　

英
一（
高
19
）�

令
和
４
年
６
月
３
日

岡
村　

和
勇（
高
19
）�

令
和
４
年
11
月
14
日

赤
地　
　

続（
高
20
）�

令
和
４
年
８
月
21
日

和
田　
　

実（
高
20
）�

平
成
28
年
11
月
22
日

岡
村　
　

諭（
高
28
）�

令
和
４
年
９
月
４
日

藤
澤
小
百
合（
高
29
）�

令
和
４
年
12
月
３
日

桑
原　

美
恵（
高
37
）�

令
和
５
年
１
月
23
日

山
本　

範
哲（
高
42
）�

令
和
元
年
11
月
11
日

中
村　

高
士（
高
53
）�

令
和
４
年
12
月
４
日

（
ご
遺
族
・
同
期
生
・
支
部
の
方
々
か
ら
の
ご
連
絡
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
※
は
調
査
中
の
も
の
で
す
。）

屋
代
高
校
同
窓
会
御
寄
付
御
礼

春
原　

正
道
様（
高
11
回
）

�

１
万
円

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

結婚支援事業

　「マリーメイト鳩の会」令和５年度予定
ご挨拶� 副会長　高山吉富
　同窓会では親同士が情報交換をして、我が息子・我が娘に合ったお相手を探すための機会を作る
結婚支援事業「マリーメイト鳩の会」を平成元年より開催しております。本年度も大勢の方の申し
込みをお待ちしております。思い切って申し込んでみましょう。

第１回　令和５年６月３日（土）
第２回　令和５年９月10日（日）
第３回　令和６年２月18日（日）
【申込�方法・お問い合わせ】　同窓会ホームページをご覧いただくか、同窓会事務局（☎026-

274-3310、平日午後２時～５時）までお問い合わせください。
【申込期間】　開催日の２週間前まで　【送付先】　〒387-0007　千曲市屋代859-10　屋代
高校同窓会ＭＭ係あて　【ＦＡＸ】　026-274-3315

会場：同窓会館「鳩陵ホール」
時間：午後１時30分〜３時30分

「無料法律相談会」令和５年度予定
第１回　令和５年６月23日（金）　　第２回　令和５年11月18日（土）
第３回　令和６年３月16日（土）
【申込先】　�屋代高等学校同窓会事務局�

（電話）026－274－3310
【受付期間】　�各開催日の４週間前～１週間前までの間の平日午後２時～４時。電話のみ

の対応です。なお、定員になり次第受付終了となります。
※ 詳細はホームページでご覧いただけます。

令和４年度の活動報告� 副会長　柳澤修嗣
⑴�　同窓会員の弁護士による無料法律相談会は、いずれも土曜日の、６月18日、11月19日と実施され、令
和５年３月11日にも実施予定です。本年度も、新型コロナ感染防止の対策をとり、１回目では４名、２回
目には４名が相談を受けられました。いずれも同窓会員と千曲市民の方々でした。
⑵�　相談室は、同窓会館の１階、２階にそれぞれ設け、担当の二人の弁護士が、一枠30分間じっくり
とお話をお聞きし対応致しました。悩み事や心配事は、一人で心に留めておいても自然に解決するもの
ではありません。担当者にお話しし、それを聞いてもらうことで解決へのヒントが見つかることもよく
あります。そのような場として、この法律相談を是非ご利用ください。
⑶�　本年度は、同窓会員とその家族及び千曲市民と市内に勤務される方、更にＰＴＡの皆さんからも相
談を受けることとして、対応致しました。その結果、相談者数も安定し、この相談会も軌道に乗りつ
つあると感じています。なお、令和５年度の予定は上記の通りですが、１日あたり最大８名まで、相
談時間は１人30分程度と致します。

会場：同窓会館「鳩陵会館」
時間：午前10時〜12時

【
お
詫
び
と
訂
正
】

77
号
ユ
ー
ス
版
「
人
」
の
欄
に
於

い
て
青
木
厚
氏
の
卒
業
回
期
が
第

42
回
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
高
40
回
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
致
し
ま
す
。

１
０
０
年
史
購
読
の
ご
案
内

　
『
屋
代
高
校
百
年
史
』
は
以
下

の
よ
う
に
販
売
致
し
ま
す
。

ご
購
入
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

⑴
仕
様
と
価
格

　

Ａ
４
版
約
９
５
０
ペ
ー
ジ

　

６
、０
０
０
円

⑵
販
売
方
法

　

�

同
封
し
ま
し
た
「
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
」
の
払
込
取
扱
票
に
よ

り
代
金
を
送
金
く
だ
さ
い
。

入
金
を
確
認
し
て
か
ら
３
週

間
以
内
に
同
窓
会
事
務
局
か

ら
購
入
確
認
の
葉
書
を
お
送

り
し
ま
す
。

⑶
お
申
込
締
切

　

令
和
５
年
６
月
30
日

⑷
お
受
け
取
り
方
法
に
つ
い
て

　

�「
着
払
い
」
と
「
同
窓
会
館
ま

で
取
り
に
行
く
」
の
二
択
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
」
の
払
込
取
扱

票
の
通
信
欄
に
希
望
す
る
も

の
に
〇
印
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
着
払
い
の
場
合
は
、
住

所
地
に
よ
り
１
０
０
０
円
か

ら
１
５
０
０
円
ご
負
担
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑸
発
送
時
期

　

令
和
６
年
１
月
中
旬

　

�

10
月
28
日
（
土
）
に
行
わ
れ

る
記
念
式
典
の
内
容
も
掲
載

す
る
た
め
年
を
越
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

�

発
送
の
概
ね
１
週
間
前
に
葉

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑹�「
２
万
円
以
上
」
で
ご
贈
呈
の

皆
様

　

�

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
に
２
万
円
以
上
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
贈
呈
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
本
年
６
月
末
ま
で
に

２
万
円
以
上
の
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
皆
様
に
も
贈
呈
い
た

し
ま
す
の
で
是
非
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
定
期
総
会

　

期
日　

５
月
27
日
（
土
）
午
後
３
時
～

　

会
場　

屋
代
高
校
４
階
多
目
的
教
室

《
Ｏ
Ｂ
会
便
り
》

❖ 

第
71
回
同
窓
会 

 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

実
施
日
：
９
月
15
日（
木
）

会　

場
：
南
長
野
ゴ
ル
フ
俱
楽
部

参
加
者
：
25
名

優
勝　
　

山
﨑　

好
文（
高
16
回
）

準
優
勝　

矢
澤　
　

修（
高
13
回
）

３
位　
　

久
保
田
和
彦（
高
13
回
）

【
連
絡
】

第
72
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

令
和
５
年
５
月
18
日
（
木
）

　

南
長
野
ゴ
ル
フ
俱
楽
部

　

長
野
市
大
岡
中
牧
２
７
４
の
１

　

☎
０
２
６
・２
６
６
・２
０
０
０

『
百
年
史
』
ご
予
約
案
内

『
屋
代
高
校
１
０
０
年
史
』の
概
要

【
編
集
方
針
と
主
な
内
容
】

・�「
読
む
１
０
０
年
史
」
を
基
本

方
針
と
し
、「
通
史
」
の
ほ
か

に
約
80
編
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

コ
ラ
ム
記
事
を
掲
載

・�

開
校
以
来
の
９
８
０
余
名
の

校
長
・
教
頭
・
恩
師
・
教
職
員
名

を
在
職
期
間
と
共
に
掲
載

・�

学
芸
班
・
運
動
班
の
創
部
年

や
最
高
成
績
等
が
「
索
引
」

に
よ
り
分
か
る
編
集

・�

校
舎
や
学
園
風
景
、
県
大
会

優
勝
等
の
感
動
場
面
を
「
グ

ラ
ビ
ア
写
真
」
と
し
て
約
20

頁
に
。
写
真
掲
載
班
等
、

【
柔
道
、剣
道
、ハン
ド
ボ
ー
ル
、ギ

タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
、吹
奏
楽
、陸

上
、バ
ス
ケ
ッ
ト
、野
球
、弓
道
、

山
岳
、テ
ニ
ス
、水
泳
、囲
碁
将

棋
、文
学
、附
属
中
テ
ニ
ス
、附
属

中
コ
ン
テ
ス
ト
、等
】

・�

歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
歴
代
生

徒
会
長
、
歴
代
附
属
中
会
長

・
34
の
支
部
の
長
、74
の
学
年
理

事
、
各
班
の
Ｏ
Ｂ
会
長
、
等

・�

校
歌
・
応
援
歌
を
解
説
を
添

え
て

・�

１
０
０
年
の
年
表
は
、
時
代

背
景
を
特
色
つ
け
る
行
事
を

精
選
し
、
卒
業
生
の
進
路
状

況
と
共
に

【
各
編
の
構
成
】

・�

序　

偏

「
名
誉
会
員
に
よ
る
特
別
記
念

寄
稿
」

・�

第
一
編

　
「
旧
制
埴
科
中
学
校
の
黎
明
」

・�

第
二
編

「
新
制
高
等
学
校
―
屋
代
東
高

校
か
ら
屋
代
高
校
へ
」

・�

第
三
編

「
進
取
の
学
校
改
革
―
理
数
科

の
設
置
」

・�

第
四
編

「
普
通
科
と
専
門
学
科
理
数
科

―
母
校
の
隆
盛
」

・�

第
五
編

「
ス
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
校
の
指

定
と
附
属
中
の
開
設
」

・�

第
六
編

「
躍
動
す
る
屋
高
健
児
―
普
通

科
と
理
数
科
と
中
高
一
貫
と
」


